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近
世
中
期
京
都
に
お
け
る
尼
寺
の
成
立
と
尼
僧
の
存
在
形
態

―
山
城
国
葛
野
郡
川
勝
寺
村
長
福
寺
を
事
例
に
―
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本
稿
は
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
中
興
さ
れ
た
山
城
国
葛
野
郡
川
勝
寺
村
の
長
福
寺
と
い
う
尼
寺
を
事
例
に
、
尼
寺
の
成
立
背
景
と
尼
僧
の
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
あ
る
。
長
福
寺
は
、
桃
園
天
皇
の
中
宮
恭
礼
門
院
と
の
間
に
生
ま
れ
た
第
二
皇
子
貞
行
親
王
の
菩
提
供
養
の
た
め
に
中
興
さ
れ
、
現
在
は
真
言
宗
泉
涌
寺
派
に
属
し

て
い
る
。
長
福
寺
に
は
、
尼
僧
の
仏
道
修
行
の
あ
り
様
や
日
常
生
活
の
動
向
が
如
実
に
わ
か
る
日
記
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
興
の
八
年
前
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
稀
有

な
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
は
寺
の
縁
起
や
書
状
類
も
あ
り
、
尼
寺
・
尼
僧
に
関
連
す
る
史
料
が
こ
れ
ほ
ど
残
存
し
て
い
る
の
は
比
較
的
珍
し
い
事
例
だ
と
考
え
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
史
料
は
今
ま
で
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
長
福
寺
の
史
料
を
素
材
に
、
第
一
章
で
長
福
寺
中
興
の
背
景
や
皇
族
と
の
関
係
を

追
究
し
た
。
第
二
章
で
は
、
長
福
寺
の
日
記
を
分
析
し
、
中
興
以
前
の
安
永
五
〜
九
（
七
七
六
―
八
〇
）
年
に
お
け
る
尼
僧
の
実
態
や
僧
侶
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
第
三
章

で
は
、
中
興
前
後
に
あ
た
る
天
明
三
・
四
（
一
七
八
三
―
四
）
年
の
時
期
を
対
象
に
、
長
福
寺
に
住
む
尼
僧
の
活
動
や
僧
侶
と
の
関
係
に
注
目
し
つ
つ
、
中
興
以
前
の
尼
僧
の
実

態
と
比
較
し
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
各
章
で
得
た
成
果
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

長
福
寺
の
日
記
や
縁
起
な
ど
に
よ
る
と
、
貞
行
親
王
を
弔
う
た
め
に
、
真
言
宗
の
高
僧
・
慈
雲
の
助
言
で
「
尼
僧
坊
」
と
し
て
中
興
さ
れ
た
尼
寺
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

長
福
寺
の
本
堂
落
慶
法
要
に
お
い
て
は
、費
用
は
全
て
恭
礼
門
院
が
援
助
し
て
お
り
、ま
た
桃
園
天
皇
生
母
開
明
門
院
は
長
福
寺
へ
参
詣
し
て
香
典
金
二
〇
〇
疋
を
納
め
て
お
り
、

皇
族
の
女
性
が
長
福
寺
の
経
済
的
支
援
を
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
中
興
後
は
、
毎
年
皇
族
か
ら
寄
附
物
を
下
賜
さ
れ
、
幕
末
頃
に
寺
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た

際
は
、
孝
明
天
皇
の
叡
慮
に
よ
り
下
賜
金
が
増
や
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
皇
族
と
関
係
を
有
す
る
長
福
寺
に
お
い
て
、
一
世
を
除
い
た
歴
代
住
職
は
公
家
・
華
族
出

身
の
女
性
が
つ
と
め
て
お
り
、
高
貴
な
身
分
の
女
性
し
か
長
福
寺
の
住
職
に
な
る
資
格
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
興
以
前
の
日
記
に
は
、
尼
僧
は
尼
寺
を
持
た
ず
と
も
、
日
記
の
書
き
手
と
な
る
数
名
の
尼
僧
の
私
庵
に
集
ま
り
、
慈
雲
一
派
か
ら
講
義
や
説
法
を
受
け
て
い
た
と
い
う
記

録
が
あ
っ
た
。
長
福
寺
の
再
建
が
始
ま
る
と
同
時
に
尼
僧
た
ち
は
移
り
住
み
、
天
明
三
年
に
な
る
と
長
福
寺
で
は
尼
僧
が
講
師
や
導
師
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
「
上
座
衆
」
と
呼
ば
れ
る
住
職
一
世
を
含
め
た
三
人
の
尼
僧
だ
け
が
行
え
る
こ
と
で
あ
り
、
尼
僧
の
階
位
に
よ
っ
て
長
福
寺
内
で
序
列
化
が
み
ら
れ
た
。

慈
雲
一
派
と
尼
僧
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
中
興
以
前
よ
り
夏
安
居
と
冬
安
居
の
始
終
に
慈
雲
一
派
か
ら
、
尼
僧
が
僧
に
対
し
て
守
る
べ
き
八
つ
の
規
則
で
あ
る
八
敬
法
を

説
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
慈
雲
の
教
団
内
で
は
、
尼
僧
は
僧
に
従
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
慈
雲
と
そ
の
弟
子
僧
は
尼
僧
へ
講
釈
や
受
戒
を
し
、
尼

僧
の
養
成
を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

近
世
の
尼
寺
と
尼
僧
に
関
す
る
研
究
で
は
、
天
皇
家
・
摂
関
家
・
将
軍
家
な
ど
の
貴
種
の
女
性
た
ち
が
入
寺
す
る
比
丘
尼
御
所
を
対
象
に
進
め
ら
れ
、
長
福
寺
の
よ
う
な
地

域
社
会
に
所
在
す
る
尼
寺
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
比
丘
尼
御
所
以
外
の
尼
寺
と
尼
僧
の
実
態
を
解
明
し
た
基
礎
的
研
究
の
一
つ
と
な
り

う
る
だ
ろ
う
。
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
中
興
さ
れ
た
山
城
国
葛
野
郡
川
勝
寺
村
の

尼
寺
・
長
福
寺
を
事
例
に
、
尼
寺
の
成
立
背
景
と
尼
僧
の
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
あ
る
。
長
福
寺
は
、
桃
園
天
皇
と
中
宮
恭
礼
門
院
と
の
間
に
生
ま
れ
た
第

二
皇
子
貞
行
親
王
を
弔
う
た
め
に
中
興
さ
れ
、
現
在
は
真
言
宗
泉
涌
寺
派
に
属
し
て

い
る
。
長
福
寺
に
は
、
尼
僧
の
仏
道
修
行
の
あ
り
様
や
日
常
生
活
の
動
向
が
如
実
に

わ
か
る
日
記
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
興
の
八
年
前
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
稀

有
な
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
他
に
は
寺
の
縁
起
や
書
状
類
な
ど
も
あ
り
、
尼
寺
と
尼

僧
に
関
連
す
る
史
料
が
こ
れ
ほ
ど
残
存
す
る
の
は
、
比
較
的
珍
し
い
事
例
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
近
世
中
後
期
に
正
法
律
と
い
う
釈
迦
在
世
の
仏
教
復

興
を
提
唱
実
践
し
た
真
言
宗
の
僧
侶
・
慈
雲
（
一
七
一
八
〜
一
八
〇
五
）
に
関
す
る

史
料
集
の
『
慈
雲
尊
者
全
集
』
に
収
め
ら
れ
、今
ま
で
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
１
）。

近
世
の
尼
寺
と
尼
僧
に
関
す
る
研
究
は
、
天
皇
家
・
摂
関
家
・
将
軍
家
な
ど
の
貴

種
の
女
性
た
ち
が
入
寺
す
る
比
丘
尼
御
所
を
対
象
と
し
て
進
め
ら
れ
、
寺
院
の
歴
史

的
変
遷
や
尼
僧
の
宗
教
的
実
践
の
あ
り
方
が
解
明
さ
れ
て
い
る
（
２
）。
一
方
で
、
比

丘
尼
御
所
以
外
の
尼
寺
や
尼
僧
を
取
り
あ
げ
た
研
究
は
わ
ず
か
で
あ
り
（
３
）、
そ
の

主
な
も
の
と
し
て
貞
閑
尼
を
題
材
と
し
た
藤
本
槌
重
氏
の
研
究
が
あ
る
（
４
）。
貞
閑

尼
は
、
夫
の
死
を
契
機
に
出
家
し
、
臨
済
宗
の
高
僧
・
盤
珪
（
一
六
二
二
〜

一
六
九
三
）
に
帰
依
し
た
尼
僧
で
あ
る
。
藤
本
氏
は
、
貞
閑
尼
の
出
家
時
の
心
境
や

元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
に
不
徹
庵
を
創
建
し
た
経
緯
を
記
し
た
「
自
伝
」
な
ど
の

一
次
史
料
を
用
い
て
、
盤
珪
門
下
の
尼
衆
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

以
上
の
先
行
研
究
に
鑑
み
た
と
こ
ろ
、
一
八
世
紀
中
頃
以
降
の
地
域
社
会
に
所
在

す
る
尼
寺
の
特
質
や
そ
こ
に
居
住
す
る
尼
僧
の
実
態
を
追
究
し
た
研
究
は
な
く
、
近

世
の
尼
寺
と
尼
僧
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
自
体
が
不
足
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
尼
寺
や
尼
僧
に
関
す
る
史
料
が
残
り

に
く
い
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
長
福
寺
の
史
料
を
素
材
に
、
第
一
章
で
長
福
寺
中
興
の
背
景

や
皇
族
と
の
関
係
を
追
究
す
る
。
第
二
章
で
は
、
長
福
寺
の
日
記
を
分
析
し
、
中
興

以
前
の
安
永
五
〜
九
（
一
七
七
六
―
八
〇
）
年
に
お
け
る
尼
僧
の
実
態
や
僧
侶
と
の

関
係
を
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
天
明
三
・
四
（
一
七
八
三
―
四
）
年
の
時
期
を

対
象
に
、
中
興
前
後
の
長
福
寺
に
住
む
尼
僧
の
仏
道
修
行
の
内
容
や
僧
侶
と
の
関
係

に
注
目
し
つ
つ
、
中
興
以
前
の
尼
僧
の
実
態
と
比
較
し
て
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

第
一
章　

長
福
寺
の
成
立
と
維
持

第
一
節
　『
知
事
例
之
記
』
と
『
長
福
寺
縁
起
』
の
概
要

行
論
に
先
立
ち
、
本
稿
で
使
用
す
る
主
要
な
史
料
の
『
知
事
例
之
記
（
簿
）』（
５
）

と
『
長
福
寺
縁
起
』（
６
）（
以
下
適
宜
、『
知
事
記
』『
縁
起
』
と
表
記
）
の
概
要
を

は
じ
め
に

第
一
章　

長
福
寺
の
成
立
と
維
持

　

第
一
節　
『
知
事
例
之
記
』
と
『
長
福
寺
縁
起
』
の
概
要

　

第
二
節　

長
福
寺
中
興
の
背
景

　

第
三
節　

長
福
寺
の
役
割
と
皇
族
と
の
関
係

　

第
四
節　

長
福
寺
の
歴
代
住
職

第
二
章　

中
興
以
前
の
尼
僧
の
実
態
―
安
永
五
〜
九
年
を
中
心
に
―

　

第
一
節　

尼
僧
集
団
の
形
成

　

第
二
節　

尼
僧
の
来
歴
に
つ
い
て

第
三
章　

天
明
三
・
四
年
の
尼
僧

　

第
一
節　

尼
僧
の
存
在
形
態

　

第
二
節　

尼
僧
と
慈
雲
一
派

お
わ
り
に
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説
明
し
て
お
く
。

ま
ず
、『
知
事
記
』
は
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
か
ら
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年

に
わ
た
る
日
記
で
あ
る
（
安
永
七
・
八
年
、
天
明
元
・
二
年
は
欠
本
）。
日
記
は
全

て
竪
帳
で
、
安
永
期
と
明
治
期
以
降
は
一
年
を
一
冊
に
、
天
明
〜
幕
末
期
の
も
の
は

一
年
を
二
冊
に
し
て
記
録
し
て
い
る
。
安
永
五
〜
文
化
一
五
（
一
七
七
六
―

一
八
一
八
）
年
の
日
記
は
、『
全
集
』
一
七
巻
に
「
長
福
寺
日
記
」
と
改
題
し
て
翻

刻
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
７
）。
翻
刻
の
凡
例
は
な
く
、
前
書
き
に
「
此
一
冊
安
永

五
年
六
年
九
年
の
三
ヶ
年
分
は
原
本
の
通
り
之
出
す
、
一
事
を
も
略
せ
ず
」
と
あ
り
、

天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
以
降
の
翻
刻
文
は
、『
慈
雲
尊
者
全
集
』
編
者
の
長
谷
宝

秀
氏
が
日
記
の
記
事
を
取
捨
選
択
し
て
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。

日
記
の
内
容
は
、
主
に
そ
の
日
に
行
わ
れ
た
経
典
の
講
釈
や
仏
事
、
長
福
寺
へ
の

来
訪
者
、
出
向
い
た
先
で
の
動
向
な
ど
、
寺
の
公
的
内
容
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

講
釈
は
経
典
・
講
師
・
開
講
場
所
・
出
席
者
、
仏
事
は
主
に
土
砂
加
持
供
養
の
導
師
・

式
衆
が
記
さ
れ
て
い
る
。
来
訪
者
は
慈
雲
や
そ
の
弟
子
僧
が
大
半
を
占
め
、
僧
侶
と

の
交
流
も
頻
繁
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

日
記
の
書
き
手
に
つ
い
て
は
、
安
永
五
年
の
表
紙
に
「
尼
衆
掌
之
」、
同
九
年
分

に
は
「
尼
衆
掌
焉
」
と
明
記
さ
れ
、
数
人
の
尼
僧
が
月
毎
に
輪
番
制
で
担
っ
て
い
た
。

長
福
寺
が
中
興
し
て
か
ら
も
輪
番
制
は
継
続
さ
れ
、
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
ま
で

の
表
紙
に
は
「
尼
衆
掌
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
「
知
事
預
り
」
や

無
記
名
の
場
合
が
あ
っ
た
。
日
記
の
表
題
が
「
知
事
例
之
記
（
簿
）」
で
統
一
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
書
き
手
が
輪
番
制
で
あ
る
こ
と
は
、
中
興
以
前
か
ら
の
習
わ
し
が
長

福
寺
中
興
以
後
も
踏
襲
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
慈
雲
と
は
、
先
述
の
通
り
、
戒
律
復
興
運
動
を
行
っ
て
い
た
僧
侶
で

あ
る
。
慈
雲
は
二
七
歳
の
と
き
に
大
坂
高
井
田
長
栄
寺
の
住
職
を
つ
と
め
た
後
、
生

駒
山
中
で
隠
栖
す
る
が
、
在
京
の
信
者
達
の
懇
請
に
よ
り
、
明
和
八
（
一
七
七
一
）

年
に
洛
西
の
阿
弥
陀
寺
へ
入
っ
た
（
図
１
）。
京
都
在
住
は
、
わ
ず
か
五
年
あ
ま
り

で
あ
っ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
慈
雲
は
長
福
寺
の
中
興
に
大
き
く
関
与
し
て
お

り
、
尼
僧
は
慈
雲
を
依
止
師
と
し
て
正
法
律
の
教
え
を
受
け
て
い
た
（
第
二
章
参

照
）。
慈
雲
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
主
に
思
想
史
や
仏
教
史
に
お
い
て
慈
雲
の
著

作
を
分
析
し
た
も
の
が
多
く
、
尼
僧
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て

い
な
い
（
８
）。

次
い
で
、『
長
福
寺
縁
起
』
は
、
長
福
寺
二
世
隆
真
院
俊
峰
義
寛
尼
が
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
（
９
）。
義
寛
尼
は
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
の
生
ま
れ
で
、
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
七
月
に
阿
弥
陀
寺
（
京
都
市
上
区
）
に
て
十
善
戒
と
菩
薩
戒
を
授

か
り
、
同
九
年
九
月
二
〇
日
に
二
四
歳
で
長
福
寺
へ
入
寺
し
、
慈
雲
に
従
っ
て
出
家

し
た
人
物
で
あ
る
（
10
）。『
縁
起
』
の
作
成
年
代
は
不
明
だ
が
、
義
寛
尼
が
出
家
し

た
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
か
ら
九
二
歳
で
亡
く
な
る
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
ま

で
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
。

図１　長福寺と阿弥陀寺（「輯製二十万分一図」〈『京都市の
地名』日本歴史地名大系 27巻〉、平凡社、1979年）に加筆。
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『
縁
起
』
は
「
天
明
の
四
年
と
い
ふ
と
し
密
乗
山
長
福
寺
あ
ら
た
め
つ
く
ら
れ
し

は
じ
め
を
は
り
の
こ
と
を
な
ん
し
る
す
」
の
一
文
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
桃
園
天
皇

の
中
宮
恭
礼
門
院
の
出
自
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
に

桃
園
天
皇
が
二
一
歳
の
若
さ
で
崩
御
し
、
安
永
元
（
一
七
七
二
）
年
に
は
桃
園
天
皇

と
恭
礼
門
院
の
第
二
皇
子
貞
行
親
王
が
一
二
歳
で
夭
逝
す
る
と
い
う
相
次
ぐ
近
親
者

の
死
に
対
し
、
恭
礼
門
院
は
嘆
き
悲
し
ん
で
い
た
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
出
来
事

は
、
長
福
寺
が
尼
寺
と
し
て
中
興
す
る
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　
長
福
寺
中
興
の
背
景

中
興
の
背
景
に
つ
い
て
、『
長
福
寺
縁
起
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
一
】（
11
）

か（
貞
行
親
王
）

の　

宮
御
め
の
と
通
子
と
い
ひ
し
は
出
家
し
て
法
名
を
慧
琳
と
い
ふ
、
故
宮

の
御
菩
提
を
と
の
み
明
暮
ね
が
ひ
て
仏
道
を
も
と
め
け
る
お
り
し
も
、
安
永
三

年
五
月
は
つ
か
あ
ま
り
、
さ
る
大（
慈
雲
）徳の
い
な
か
に
お
は
し
ま
せ
し
が
、
こ
の
比

西
の
京
に
の
ぼ
り
お
は
し
ま
す
と
伝
へ
き
ゝ
、
ま
ふ
で
つ
ゝ
御
法
の
事
何
く
れ

と
ひ
た
て
ま
つ
り
、
さ
て
こ
の
比　

女（
恭
礼
門
院
）

院
御
所
か
さ
ぬ
る
御
な
げ
き
し
づ
ま
せ

給
ひ
何
な
る
御
善
根
を
い
と
な
ま
せ
た
ま
ひ
て
か
後
の
御
世
の
御
為
に
と
、
ふ

か
く
お
ぼ
し
念
じ
さ
せ
給
ふ
な
ど
ゝ
申
け
れ
ば
、
大
徳
き
ゝ
給
ひ
て
、
さ
る
御

事
に
て
あ
つ
き
思
召
の
あ
ら
せ
ら
れ
候
半
は
幸
の
御
事
、
世
に
三
宝
を
供
養
し

堂
塔
を
た
つ
る
は
、
み
な
功
徳
ふ
か
き
中
に
、
僧
坊
の
功
徳
の
か
ぎ
り
な
く
広

大
な
る
御
事
と
う
け
給
り
て
、
い
そ
ぎ
女
院
の
御
所
え
参
り
て
堀
河
の
局
な
ど

に
か
た
り
申
け
る
を
、
御
前
に
啓
し
給
ひ
け
り
、
元
よ
り
延（

桃

園

天

皇

）

享
宝
暦
の
み
か
ど
、

又
か
の
宮
の
お
ほ
ん
の
た
め
に
御
善
根
を
と
の
み
、
こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
さ
か
ら
ず

お
は
し
ま
せ
ば
、
土
地
を
え
ら
び
て
建
立
す
べ
し
と
の
御
こ
と
な
り
、
男
僧
坊

は
す
で
に
法
義
の
行
は
れ
、
尼
僧
坊
は
絶
て
ひ
さ
し
う
法
式
の
お
こ
な
は
ゝ
処

も
は
か
り
け
れ
ば
、尼
僧
坊
を
つ
く
ら
る
べ
き
御
願
に
ぞ
お
は
し
ま
し
け
る
（
中

略
）
天
明
二
年
ね
つ
の
は
じ
め
、
葛
野
郡
川
勝
寺
村
に
密
乗
山
長
福
寺
と
て
、

ふ
る
き
寺
の
あ
れ
は
て
た
る
を
も
と
も
い
で
ぬ
、
か
の
西
の
京
な
る
大
徳
み
づ

か
ら
お
は
し
ま
し
御
覽
じ
て
、
法
地
と
も
な
る
べ
し
と
お
の
た
ひ
け
れ
ば
、
こ

の
寺
あ
ら
た
め
つ
く
ら
る
べ
き
に
さ
だ
め
さ
せ
給
ふ
、
ち
い
さ
き
あ
れ
庵
の
の

こ
り
た
る
に
、慧
琳
宗
顗
な
ど
ま
づ
う
つ
り
き
て
、こ
と
を
と
り
は
か
ら
ふ
（
中

略
）
お
な
じ
三
年
の
夏
よ
り
作
り
は
じ
め
、
次
の
と
し
の
三
月
に
功
を
は
り
ぬ
、

本
尊
は
嵯
峨
清
凉
寺
の
尊
容
を
う
つ
し
た
る
（
中
略
）
入
仏
供
養
は
四
月
八
日

な
り　

女
院
の
御
所
よ
り
、
よ
ろ
づ
供
養
さ
せ
給
ふ
、
導
師
に
は
か
の
大
徳
を

請
じ
さ
せ
給
ふ
、
御
弟
子
の
律
師
が
た
沙
弥
衆
な
ど
十
四
五
人
ば
か
り
助
法
つ

と
め
さ
せ
給
ふ
、
職
衆
散
華
師
な
ど
は
尼
衆
つ
と
む

【
史
料
一
】
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
貞
行
親
王
が
亡
く
な
っ
て
二
年
を

過
ぎ
た
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
に
、
貞
行
親
王
の
乳
母
で
あ
る
通
子
（
後
の
法
泉

慧
林
尼
）
は
、
慈
雲
が
洛
西
の
阿
弥
陀
寺
に
移
り
住
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
阿
弥

陀
寺
へ
参
詣
し
て
、
恭
礼
門
院
が
悲
嘆
に
く
れ
て
い
る
こ
と
を
相
談
し
た
。
②
慈
雲

は
桃
園
天
皇
と
貞
行
親
王
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
土
地
を
選
ん
で
僧
坊
を
建
て
、
菩

提
供
養
を
す
る
べ
き
だ
と
進
言
し
た
。
た
だ
し
、そ
れ
は
「
男
僧
坊
」
で
は
な
く
「
尼

僧
坊
」
を
建
立
す
べ
き
だ
と
助
言
し
て
い
る
。
③
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
夏
に
、

よ
う
や
く
好
適
な
土
地
が
定
ま
り
、
そ
れ
は
山
城
国
葛
野
郡
川
勝
寺
村
に
所
在
す
る

密
乗
山
長
福
寺
と
い
う
古
い
荒
れ
果
て
た
寺
で
あ
っ
た
。
慈
雲
も
長
福
寺
へ
赴
き
、

「
法
地
」
に
適
し
て
い
る
と
断
言
し
、
寺
を
再
建
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
④
ひ
と
ま

ず
は
、
貞
行
親
王
の
乳
母
慧
琳
尼
と
宗
顗
尼
（
後
に
長
福
寺
中
興
一
世
）
ら
が
簡
素

な
小
庵
に
住
み
始
め
、
同
三
年
夏
よ
り
竣
工
し
、
翌
年
三
月
に
寺
は
完
成
し
た
。
そ

し
て
嵯
峨
清
涼
寺
の
仏
像
を
本
尊
と
し
て
迎
え
、
同
年
四
月
八
日
の
「
入
仏
供
養
」

で
は
、
慈
雲
が
導
師
を
つ
と
め
、
弟
子
僧
も
列
席
し
た
。

す
な
わ
ち
、
恭
礼
門
院
が
貞
行
親
王
の
菩
提
供
養
を
す
る
た
め
に
長
福
寺
を
中
興

し
た
の
は
、慈
雲
と
い
う
高
僧
の
教
え
に
従
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、そ
れ
は「
尼
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僧
坊
」
と
成
す
こ
と
が
条
件
で
あ
る
た
め
、
貞
行
親
王
に
仕
え
て
い
た
者
の
中
で
出

家
し
た
女
性
た
ち
を
寺
に
住
ま
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
天
明
四
年
四
月
八
日
の

「
入
仏
供
養
」
と
は
、
日
記
の
同
年
四
月
八
日
条
を
み
る
と
、
本
堂
の
落
慶
法
要
の

こ
と
を
指
し
て
い
た
（
12
）。
そ
の
法
要
の
様
子
は
次
節
で
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
三
節
　
長
福
寺
の
役
割
と
皇
族
と
の
関
係

『
縁
起
』
に
よ
る
と
、
長
福
寺
は
恭
礼
門
院
の
発
願
に
よ
り
中
興
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
寺
地
取
得
の
文
書
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、

日
記
の
天
明
四
年
四
月
八
日
条
に
は
、
本
堂
の
落
慶
法
要
を
つ
と
め
た
僧
侶
と
尼
僧
、

参
列
者
、
香
典
代
の
ほ
か
に
、
寺
地
や
長
福
寺
の
役
割
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記

述
が
み
ら
れ
る
。

【
史
料
二
】（
13
）

一
、
辰
半
刻
過　

開（
桃
園
天
皇
生
母
）

明
門
院
様
御
参
け
い
、
御
供
義
収
公
、
御
霊
前
へ
御
香
典

金
二
百
疋
御
供
養

一
、
午
刻
過
よ
り
堂
供
養
法
事
有
レ
之

一
、
御
法
事
入
用
は　

女
院
御
所
様
よ
り
遊
し
候
也

導
師　

大（
慈
雲
）

和
上
様
、経
頭
律
師
様
、職
衆
不
退
和
尚
様
、栄
恭
比
丘
様
、西
院
様
、

純
應
律
師
様
、
前
讃
紹
道
求
寂
様
、
後
讃
僧
睿
求
寂
様
、
散
華
対
揚
香
山
姉
、

操
山
姉
、
宗
顗
、
清
岳
尼
、
義
高
沙
弥
尼
、
慧
南
沙
弥
尼
、
義
相
沙
弥
尼
、
知

林
爾
農
尼
、智
周
爾
農
尼
、義
應
得
業
、散
華
師
義
仙　

沙
弥
尼
、宗
珠
沙
弥
尼
、

庭
讃
義
憶
得
業
、
法
事
未
半
刻
過
お
は
る

一
、
此
度
当
寺
御
再
建
物
為
真（
貞
行
親
王
）

浄
明
院
尊
儀
菩
提
、
尼
僧
坊
之
御
志
願
に
て　

女
院
御
所
よ
り
御
建
立
被
為
在
候
也
、
天
明
二
年
五
月
寺
地
并
に
買
付
田
地
等

御
寄
附
被
為
在
、
此
度
本
堂
御
建
立
被
為
在
候
也
、
然
る
上
者
年
々
六
月
十
七

日
土
砂
加
持
執
行
、
月
々
十
七
日
衆
僧
誦
経
御
斎
供
養
等
、
月
々
十
七
日
御
廟

参
御
燒
香
上
座
之
人
参
る
べ
き
事
、
月
の
間
に
両
三
度
御
廟
参
中
座
以
上
の
人

参
る
べ
き
事
、
日
々
の
御
回
向
等
永
々
退
転
有
間
敷
者
也
、
ま
た
御
年
回
之
御

忌
に
は
各
別
に
御
法
事
執
行
致
す
べ
き
者
也

一
、
当
寺
尼
僧
坊
の
事
武
辺
未
相
済
に
由
て
、
假
に
出
願
主
蓮
心
院
、
寺
主
宗

顗
是
を
護
持
す
、
内
分
の
行
事
は
諸
事
僧
坊
に
順
じ
て
行
ふ
也

本
堂
落
慶
法
要
の
導
師
は
慈
雲
が
つ
と
め
、
職
衆
は
慈
雲
の
弟
子
僧
七
名
と
尼
僧

一
三
名
が
担
当
し
、
計
二
一
名
に
よ
り
法
要
は
執
り
行
わ
れ
た
。【
史
料
二
】
に
よ

る
と
、
長
福
寺
は
真
浄
明
院
（
貞
行
親
王
）
の
菩
提
供
養
の
た
め
に
、「
尼
僧
坊
」

に
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
恭
礼
門
院
が
再
建
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
明
二

（
一
七
八
二
）
年
五
月
に
恭
礼
門
院
が
寺
地
と
田
地
を
寄
附
し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、

史
料
に
は
「
当
寺
尼
僧
坊
の
事
武
邊
未
相
済
に
由
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
尼
寺

と
し
て
は
幕
府
に
公
認
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
長
福
寺
の
役
割
と

し
て
は
、
貞
行
親
王
の
命
日
に
あ
た
る
六
月
一
七
日
と
月
命
日
の
一
七
日
に
、
追
善

供
養
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
日
々
回
向
し
、
年
回
忌

の
際
は
厳
粛
な
法
要
を
す
る
こ
と
も
長
福
寺
の
重
要
な
役
目
で
あ
っ
た
。

落
慶
法
要
の
諸
経
費
に
つ
い
て
は
「
女
院
御
所
よ
り
遊
し
候
」
と
、
全
て
恭
礼
門

院
が
援
助
し
て
お
り
、
恭
礼
門
院
が
長
福
寺
の
中
興
を
財
政
面
か
ら
支
え
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
日
は
桃
園
天
皇
生
母
の
開
明
門
院
も
参
詣
し
て

香
典
金
二
〇
〇
疋
を
納
め
て
お
り
、
長
福
寺
が
皇
族
の
女
性
た
ち
か
ら
庇
護
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
皇
族
か
ら
の
金
品
の
下
賜
が
中
興
以

後
も
続
い
て
い
た
こ
と
は
【
史
料
三
】
か
ら
も
わ
か
る
（
14
）。

【
史
料
三
】

　
　

奉
歎
願
候
口
上
覚

一
、
長
福
寺
義
、
旧
冬
組
寺
之
儀
仰
蒙
り
奉
畏
候
、
然
ル
処
拙
寺
義
恭
礼
門
院

様
深
思
召
被
為
在　

御
再
建
其
後
打
続
従　

御
代
々
様
年
々
御
寄
附
物
被
為
在

候
処
、
御
時
節
柄
既
ニ
住
職
も
六
ヶ
敷
相
来
孝
明
天
皇
様
御
格
別
之　

叡
慮
被
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為
在
去
ル
慶
応
元
年
ゟ　

御
加
増
被　

仰
付
、
金
以　

御
代
々
様
御
菩
提
相
勤

来
り
深
難
有
仕
合
奉
存
候
処
、
今
般
組
寺
ニ
被
仰
付
候
就
而
者
、
普
通
庵
寺
同

様
相
来
候
而
者
実
ニ
歎
ヶ
敷
御
事
ニ
御
座
候
、
是
迄
何
事
も
水
薬
師
寺
同
様
之

事
ニ
御
座
候
間
、
何
事
此
度
も
右
寺
同
様
ニ
奉
願
上
度
、
此
段
奉
歎
願
候
、
以

上
　

明
治
四
年
辛
未
正
月　

当
住
梅
溪
故
宰
相
中
将　

隆
真
院
龍
山

京
都
府
御
役
所

こ
の
史
料
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
住
職
三
世
龍
山
尼
が
京
都
府
へ
提
出

し
た
嘆
願
書
で
あ
る
。
冒
頭
で
は
、
長
福
寺
が
恭
礼
門
院
の
「
深
思
召
」
で
中
興
さ

れ
た
尼
寺
で
、「
御
代
々
様
」
か
ら
毎
年
寄
附
物
を
も
ら
っ
て
い
た
旨
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
時
節
柄
、
尼
寺
の
存
続
が
厳
し
く
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
慶
応
元

（
一
八
六
五
）
年
か
ら
孝
明
天
皇
の
格
別
な
叡
慮
に
よ
り
加
増
さ
れ
、
ま
た
下
賜
金

を
も
っ
て
「
御
代
々
様
」
の
菩
提
供
養
を
つ
と
め
て
き
た
尼
寺
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
組
寺
加
入
の
仰
せ
に
対
し
て
「
普
通
庵
寺
同
様
」
に
扱
わ
れ
る
の
は
嘆

か
わ
し
い
こ
と
だ
と
訴
え
出
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
福
寺
は
中
興
以
前
か
ら

皇
族
と
の
関
係
を
有
し
て
い
た
尼
寺
で
あ
っ
て
、「
普
通
」
の
寺
庵
と
は
異
な
り
、

寺
格
の
高
さ
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
で
、
今
回
の
一
件
は
、
水
薬
師
寺
と
同
等
な
扱
い
を
す
る
よ
う
申
し
出
て
い

る
。
水
薬
師
寺
は
現
京
都
市
下
京
区
西
七
条
に
あ
り
、
開
明
門
院
の
発
願
に
よ
り
慈

雲
の
協
力
を
仰
い
で
寛
政
年
間
に
建
立
し
た
尼
寺
で
あ
る
（
15
）。
水
薬
師
寺
の
歴
史

に
つ
い
て
は
史
料
的
制
約
に
よ
り
判
然
と
し
な
い
が
、
長
福
寺
と
同
じ
く
「
普
通
庵

寺
」
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
四
節
　
長
福
寺
の
歴
代
住
職

長
福
寺
が
寺
格
に
執
着
す
る
の
は
、
皇
族
の
庇
護
を
受
け
て
い
る
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
歴
代
住
職
の
出
自
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

長
福
寺
は
、
中
興
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
約
二
四
〇
年
の
間
、
六
名
の
尼

僧
が
住
職
を
つ
と
め
、
尼
寺
と
し
て
存
続
さ
せ
て
き
た
。
表
１
に
は
住
職
六
世
ま
で

の
名
前
・
生
没
年
・
出
自
な
ど
を
示
し
て
い
る
。

一
世
は
晧
月
宗
顗
尼
で
あ
り
、
貞
行
親
王
に
仕
え
た
女
官
で
あ
っ
た
。
宗
顗
尼
は

長
福
寺
の
「
衆
首
」（
16
）
と
し
て
法
事
の
導
師
を
つ
と
め
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）

年
五
月
に
七
八
歳
で
遷
化
す
る
ま
で
長
福
寺
を
支
え
続
け
た
。
父
は
壱
岐
守
藤
原
維

木
で
、
恭
礼
門
院
の
「
供
奉
取
次
」
で
あ
っ
た
（
17
）。『
慈
雲
尊
者
全
集
』
編
者
の

長
谷
氏
は
、
宗
顗
尼
は
「
護
法
の
志
深
く
且
文
才
」
あ
る
人
物
と
評
価
し
（
18
）、『
全

集
』
一
六
巻
に
は
「
歎
佛
偈
釋
」（
慈
雲
説
、
宗
顗
尼
筆
受
、
慈
雲
添
削
）・「
布
薩

安
居
、
摩
梨
夫
人
因
縁
」（
慈
雲
説
、
宗
顗
尼
筆
受
）・「
女
人
出
家
の
因
縁
」（
同
上
）・

「
三
世
の
光
」（
宗
顗
尼
筆
）
な
ど
全
て
宗
顗
尼
が
筆
記
し
た
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い

る
（
19
）。

そ
の
跡
を
継
い
で
二
世
と
な
っ
た
人
物
は
、
先
述
の
通
り
、『
長
福
寺
縁
起
』
を

書
い
た
俊
峰
義
寛
尼
で
あ
る
。
貞
行
親
王
の
乳
母
を
つ
と
め
た
女
性
で
、右
京
殿
（
お

う
た
殿
）
と
も
い
う
（
20
）。
出
家
の
日
取
り
に
つ
い
て
は
、
義
寛
尼
と
慈
雲
と
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
書
状
が
残
っ
て
い
る
（
21
）。
そ
こ
に
は
、
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年

八
月
に
、義
寛
尼
が
慈
雲
に
出
家
の
願
心
を
書
状
で
伝
え
た
と
こ
ろ
、慈
雲
か
ら
「
善

事
に
候
へ
ば
障
な
き
内
」
に
行
う
べ
き
だ
と
返
事
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
後
に

実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
義
寛
尼
は
『
縁
起
』
の
他
に
、
文
政
一
一
（
一
八
二
八
）

年
に
慈
雲
の
二
五
回
忌
で
高
貴
寺
へ
参
詣
し
た
際
の
道
中
記
「
葛
城
山
参
詣
記
」
も

執
筆
し
て
い
る
（
22
）。
義
寛
尼
の
父
に
つ
い
て
は
、「
長
福
寺
過
去
帳
」
の
一
六
日

項
に
「
自
性
清
浄
院
特
進
前
黄
門
高
雲
巒
月
大
居
士　

天
明
六
年
丙
午
九
月　

俊
峰

父
」
と
あ
り
、
平
松
家
当
主
の
権
大
納
言
正
二
位
平
松
時
行
（
一
七
一
三
―
八
六
）

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
平
松
家
は
桓
武
平
氏
西
洞
院
支
流
の
公
家
で
あ
り
、

近
世
初
期
に
西
洞
院
時
慶
次
男
時
庸
が
興
し
た
こ
と
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
。
二
〇
〇

石
の
家
禄
が
与
え
ら
れ
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
の
華
族
令
で
子
爵
を
授
け
ら

れ
る
高
貴
な
家
柄
で
あ
る
。
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三
世
は
龍
山
慧
照
尼
で
あ
り
、
入
寺
の
年
代
は
不
詳
で
あ
る
。
父
に
左
権
中
将
正

四
位
下
梅
溪
行
通
（
一
七
八
〇
―
一
八
二
四
）
を
も
つ
（
23
）。
梅
溪
家
は
村
上
源
氏

久
我
家
の
庶
流
で
、
左
中
将
久
我
通
世
二
男
参
議
季
通
を
祖
と
し
、
行
通
は
七
代
目

当
主
に
当
た
る
。
明
治
一
七
（
一
八
九
四
）
年
に
子
爵
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

四
世
は
平
松
俊
正
尼
で
あ
り
、
い
つ
頃
入
寺
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
四
六

歳
で
住
職
拝
命
し
、
九
〇
歳
に
至
る
ま
で
長
き
に
渡
っ
て
長
福
寺
を
守
っ
て
来
た
。

父
は
一
〇
代
目
当
主
参
議
正
三
位
時
門
（
一
七
八
七
―
一
八
四
五
）
で
あ
り
、
再
び

平
松
家
当
主
の
娘
が
住
職
を
つ
と
め
て
い
る
。

五
世
は
中
川
興
長
（
一
八
五
三
―
一
九
二
〇
）
の
娘
、
秀
峯
尼
が
つ
と
め
た
。
秀

峯
尼
は
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
一
一
月
二
〇
日
に
生
ま
れ
、
秀
子
と
い
い
、
明

治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
に
八
歳
で
入
寺
す
る
。
父
興
長
は
甘
露
寺
愛
長
の
七
男
で

興
福
寺
五
大
院
の
住
職
で
あ
り
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
復
飾
し
て
翌
年
堂
上

格
に
列
せ
ら
れ
て
中
川
姓
と
な
る
。
中
川
家
は
華
族
令
で
男
爵
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

秀
峯
尼
の
姪
芳
子
が
六
世
と
な
り
、
法
名
は
秀
月
尼
と
い
う
。
大
正
一
二

（
一
九
二
三
）
年
に
生
ま
れ
、
五
・
六
歳
で
入
寺
し
た
と
い
う
（
24
）。

以
上
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
歴
代
住
職
を
み
て
き
た
。
長
福
寺
の

住
職
は
、
宮
中
に
仕
え
て
い
た
女
官
や
公
家
・
華
族
出
身
の
尼
僧
が
つ
と
め
て
お
り
、

ま
た
彼
女
た
ち
の
父
は
、平
松
家
・
梅
溪
家
・
中
川
家
の
当
主
で
あ
っ
た
。
さ
し
あ
た
っ

て
、
上
層
階
級
の
女
性
し
か
長
福
寺
の
住
職
と
な
る
資
格
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。彼

女
た
ち
の
大
半
は
結
婚
せ
ず
に
若
年
で
出
家
し
、
生
涯
に
渡
っ
て
仏
道
に
身
を

捧
げ
た
尼
僧
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
公
家
身
分
の
高
貴
な
女
性
た
ち
が
入
寺
し
て
住

職
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
比
丘
尼
御
所
に
準
ず
る
側
面
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
章　

中
興
以
前
の
尼
僧
の
実
態
︱
安
永
五
～
九
年
を
中
心
に
︱

第
一
節
　
尼
僧
集
団
の
形
成

長
福
寺
の
中
興
は
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
で
あ
る
が
、
先
述
の
通
り
、
中
興
さ

表１　長福寺歴代住職
歴代住職 履歴 父 補足

一世 晧月宗顗尼 ？～天保3年（1832）5月19日
安永4年（1775）、20歳のときに剃髪

壱岐守藤原維木（1730～ 1800）
恭礼門院の「供奉取次」

貞行親王に仕えた女官。長福寺の
「衆僧」の「衆首」として法事の導
師などをつとめた。

二世 俊峰義寛尼

安永2年（1773）～慶應元年（1865）
5月、92歳寂
寛政9年（1797）9月20日、24歳のと
きに入寺

平松時行（1714～ 1786）
恭礼門院女中右京局、「おうた殿」
という。
父・時行は平松家当主。

三世 龍山慧照尼 文化12年（1815）～明治7年（1874）
1月15日、59歳寂

左権中将正四位下梅溪行通
（1780～ 1824）ヵ

梅溪家は村上源氏久我家の庶流で、
左中将久我通世二男参議季通を祖
とし、行通は七代目に当たる。華
族令で子爵を授けられる。

四世 平松俊正尼

天保2年（18341）～大正10年（1921）
7月17日、90歳寂
明治6年（1873）12月、46歳のとき住
職拝命

平松時門（1787～ 1845） 父・時門は平松家当主。

五世 中川秀峯尼

明治17年（1884）11月20日～昭和30
年（1955）8月2日71歳寂、
明治25年（1892）4月、8歳のときに
入寺

中川興長（1853～ 1920）
秀子という。父興長は甘露寺愛長
の七男で興福寺五大院住職。華族
令で男爵を授けられる。

六世 中川秀月尼
大正12年（1923）4月16日～平成26年
（2014）9月3日89歳寂、
5・6歳にて入寺したと聞く

中川良長（1877～ 1948） 芳子という。秀峯尼の姪。
父・良長は貴族院議員。

〔典拠〕「明治三十二年五月戸籍写」（長福寺蔵）、「法縁寺院世代畧記」（『全集』首巻）、「長福寺過去帳抄抜」（『全集』17巻）、「山
城国京都平松家文書目録解題」（国立史料館編『史料館所蔵史料目録第三十一集』、1980年）、『宮廷公家家系図集覧』（東京堂出版、
1994年）。
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れ
る
八
年
前
の
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
か
ら
日
記
は
書
き
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
（
安

永
七
・
八
年
分
は
欠
本
）。
安
永
五
〜
九
年
分
の
書
き
手
は
、
二
人
か
ら
五
人
で
月
毎

に
担
当
者
が
変
わ
る
輪
番
制
と
な
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
安
永
五
・
六
年
は
恵
日

式
叉
尼
―
知
林
尼
―
智
周
尼
―
義
禎
尼
―
宗
悟
尼
の
順
に
ま
わ
し
（
25
）、
同
九
年
の

一
月
か
ら
五
月
ま
で
は
義
禎
尼
と
宗
顗
尼
、
六
月
か
ら
一
二
月
ま
で
は
宗
顗
尼
と
義

充
尼
が
つ
と
め
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
尼
僧
た
ち
の
動
向
を
見
て
い
こ
う
。
安
永
五
・
六
年
は
、
慈
雲
や
そ

の
弟
子
僧
が
尼
僧
の
庵
で
頻
繁
に
講
釈
や
説
法
を
し
、
ま
た
仏
事
は
布
薩
と
安
居
を

行
っ
て
い
た
。
表
２
に
は
、
そ
れ
ら
の
実
施
日
・
講
師
・
場
所
・
内
容
を
示
し
て
い

る
（
布
薩
を
除
く
）。

安
永
五
年
に
、
慈
雲
が
洛
西
の
阿
弥
陀
寺
を
離
れ
て
河
内
の
高
貴
寺
に
入
っ
て
か

ら
は
、
慈
雲
の
弟
子
僧
の
護
明
・
法
護
・
諦
濡
・
順
翁
（
26
）
が
阿
弥
陀
寺
を
輪
番
で

管
理
し
、
彼
ら
が
義
禎
・
知
林
・
宗
顗
・
宗
悟
尼
の
庵
で
講
釈
し
て
い
た
。
阿
弥
陀

寺
か
ら
来
る
時
も
あ
る
が
、
慈
雲
と
同
じ
よ
う
に
河
内
か
ら
訪
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

以
下
本
稿
で
は
、
慈
雲
や
そ
の
弟
子
僧
を
「
慈
雲
一
派
」
と
総
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

安
永
五
年
の
講
釈
・
説
法
は
、
ひ
と
月
に
平
均
一
、二
回
あ
り
、
尼
僧
は
「
十
善

戒
法
語
」
を
学
ん
で
い
た
。「
十
善
戒
法
語
」
と
は
、
慈
雲
が
安
永
二
（
一
七
七
三
）

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
阿
弥
陀
寺
に
て
十
善
戒
を
一
〇
回
に
分
け
て
説
き
、
そ
の

内
容
を
筆
記
し
た
「
十
善
法
語
」（
27
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
慈
雲
の
思
想

を
端
的
に
示
す
著
書
で
、
正
法
律
の
戒
本
で
も
あ
り
、
木
版
本
も
多
く
出
回
っ
て
い

た
（
28
）。
一
方
、
安
永
六
年
の
説
法
は
内
容
に
つ
い
て
記
述
は
な
い
が
、
ひ
と
月
に

多
い
時
で
九
回
あ
り
、
七
ヶ
月
間
で
二
八
回
と
、
大
幅
に
回
数
が
増
え
て
い
た
。

講
釈
・
説
法
の
日
程
や
内
容
は
不
規
則
だ
が
、
布
薩
と
安
居
に
関
し
て
は
大
体
同

じ
日
に
実
施
し
て
お
り
、
中
興
後
も
必
ず
行
わ
れ
て
い
た
仏
事
で
あ
る
。
ま
ず
布
薩

と
は
、
釈
迦
が
定
め
た
規
則
で
半
月
に
一
度
、
僧
団
が
結
集
し
自
己
の
反
省
を
す
る

修
行
を
指
す
（
29
）。
安
永
期
の
尼
僧
た
ち
は
、
月
毎
に
数
日
ず
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

尼
僧
の
庵
に
て
十
五
日
と
月
末
の
月
二
回
、
僧
の
も
と
で
行
っ
て
い
る
。
次
に
安
居

と
は
、
三
ヶ
月
間
出
家
者
た
ち
が
一
定
の
場
所
に
止
宿
し
、
仏
道
修
行
に
励
む
こ
と

表２　安永五・六年講釈・説法・安居
安永五年
日付 講師 場所 内容

1月16日 慈雲
護明 地福寺 冬安居竟

八敬等
1月23日 法護 知林尼庵 十善戒法語
2月9日 法護 義禎尼庵 十善戒法語
2月24日 純翁 知林尼庵 十善戒法語
3月21日 諦濡 知林尼庵 十善戒法語
4月9日 諦濡 義禎尼庵 十善戒法語
4月26日 法護 知林尼庵 十善戒法語
5月9日 純翁 義禎尼庵 十善戒法語
5月24日 純翁 知林尼庵 十善戒法語
6月7日 純翁 義禎尼庵 十善戒法語
6月24日 純翁 義禎尼庵 十善戒法語
7月7日 純翁 知林尼庵 十善戒法語
7月10日 法護 知林尼庵 十善戒法語
8月24日 諦濡 義禎尼庵 十善戒法語
9月23日 純翁 知林尼庵 十善戒法語
10月9日 諦濡 義禎尼庵 十善戒法語

10月16日 慈雲
護明 地福寺 冬安居結

八敬法
10月24日 諦濡 知林尼庵 十善戒法語
12月9日 法護 知林尼庵 説法
12月24日 諦濡 知林尼庵 説法

安永六年
日付 講師 場所 内容
1月9日 諦濡 義禎尼庵 説法
1月11日 諦濡 義禎尼庵 教授
1月13日 諦濡 宗悟尼庵 教授
1月14日 諦濡 宗悟尼庵 教授
1月17日 法護 宗悟尼庵 教授
1月18日 諦濡 宗悟尼庵 教授
1月19日 法護 義禎尼庵 教授
1月20日 諦濡 宗悟尼庵 教授
1月24日 慈雲 知林尼庵 説法
2月10日 慈雲 義禎尼庵 説法
2月24日 法護 義禎尼庵 説法
3月9日 慈雲 義禎尼庵 説法
3月13日 諦濡 宗悟尼庵 教授
3月14日 法護 義禎尼庵 教授
3月17日 諦濡 宗悟庵 教授
3月18日 法護 宗悟尼庵 教授
3月19日 諦濡 宗悟尼庵 教授
3月20日 法護 宗顗尼庵 教授
3月24日 法護 知林尼庵 説法
4月9日 慈雲 義禎尼庵 説法

4月16日 慈雲 地福寺 夏安居結
八敬法

4月24日 慈雲 義禎尼庵 説法
5月9日 慈雲 義禎尼庵 説法
5月24日 慈雲 知林尼庵 説法
6月9日 慈雲 義禎尼庵 説法
7月9日 純翁 義禎尼庵 説法

7月16日 慈雲 地福寺 夏安居結
八敬法

7月24日 慈雲 知林尼庵 説法
〔典拠〕「長福寺日記抄第一」（『全集』17巻、101～
119頁）。
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で
あ
る
（
30
）。
表
２
に
よ
る
と
、
四
月
一
六
日
か
ら
七
月
一
六
日
ま
で
を
「
夏
安
居
」、

一
〇
月
一
六
日
か
ら
一
月
一
六
日
ま
で
を
「
冬
安
居
」
と
い
い
、
安
居
の
始
終
は
地

福
寺
（
31
）
へ
参
詣
し
、
安
居
の
内
容
を
反
省
す
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
慈
雲
よ
り

八
敬
法
の
教
え
を
聴
聞
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
八
敬
法
と
は
、
釈
迦
が
初
め
て

女
性
の
出
家
を
許
す
際
に
示
し
た
八
つ
の
守
る
べ
き
規
則
の
こ
と
で
あ
る
。
釈
迦
は

八
敬
法
を
守
ら
せ
る
こ
と
で
比
丘
尼
を
統
制
し
、
比
丘
の
修
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
八
敬
法
は
比
丘
尼
が
比
丘
に
従
属
す
る
立
場
で
あ

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
32
）。
八
敬
法
の
規
則
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
百
歳
の
比
丘
尼
と
い
え
ど
も
、
新
受
戒
の
比
丘
を
見
れ
ば
、
礼
拝
し
、
敬
う
べ
し
。

②
比
丘
尼
は
い
か
な
る
と
き
も
、
比
丘
を
罵
倒
・
誹
謗
す
べ
か
ら
ず
。

③
比
丘
が
威
儀
に
そ
む
き
て
も
比
丘
尼
は
非
難
す
べ
か
ら
ず
。

④
式
叉
摩
那
は
学
戒
が
終
わ
れ
ば
、
師
尼
和
上
等
一
〇
人
に
従
っ
て
具
足
戒
を
受
け

る
。
そ
の
後
、
師
尼
和
上
等
一
〇
人
は
そ
の
弟
子
を
引
き
連
れ
て
僧
寺
に
行
き
、

僧
一
〇
人
の
下
で
具
足
戒
を
う
け
る
こ
と
。

⑤
比
丘
尼
が
僧
残
法
を
犯
せ
ば
、
両
衆
に
お
い
て
半
月
間
マ
ー
ナ
ッ
タ
を
行
う
べ
し
。

⑥
比
丘
尼
は
半
月
に
一
度
布
薩
を
行
い
、
僧
に
従
っ
て
教
授
を
請
う
べ
し
。

⑦
大
僧
に
依
止
し
て
修
学
す
べ
し
、
無
比
丘
の
場
所
で
安
居
を
結
ぶ
べ
か
ら
ず
。

⑧
比
丘
尼
は
安
居
が
終
わ
れ
ば
僧
寺
に
お
い
て
見
聞
疑
を
求
む
べ
し
。

八
敬
法
は
、「
パ
ー
リ
律
」・「
四
分
律
」・「
五
分
律
」・「
十
誦
律
」・「
摩
訶
僧
祇
律
」・

「
根
本
有
部
律
雑
事
」
で
説
か
れ
て
お
り
、
律
蔵
に
よ
っ
て
規
則
の
順
番
は
前
後
入

れ
替
わ
る
が
、
説
か
れ
て
い
る
八
敬
法
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
合
致
し
て
い
る
（
33
）。

慈
雲
の
教
え
を
受
け
る
尼
僧
は
、
八
敬
法
の
規
則
通
り
に
布
薩
と
安
居
の
作
法
を
遵

守
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
慈
雲
は
尼
僧
が
八
敬
法
を
護
持
す
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
な
ぜ
、
尼
僧
を
統
制
さ
せ
る
た
め
に
八
敬
法
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
八
敬
法
が
釈
迦
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
釈
迦
の

教
え
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
慈
雲
に
と
っ
て
、
自
身
の
尼
僧
弟
子
に
八
敬

法
を
説
く
こ
と
は
正
法
の
実
践
で
あ
り
、
こ
れ
は
慈
雲
の
戒
律
復
興
の
一
端
だ
と
い

え
よ
う
。

さ
て
、
そ
れ
か
ら
三
年
が
過
ぎ
た
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
の
日
記
は
極
端
に
記

述
が
少
な
く
な
る
。
し
か
し
、
夏
安
居
と
冬
安
居
の
始
終
に
は
八
敬
法
を
聴
聞
し
て

い
る
こ
と
は
必
ず
記
さ
れ
て
い
た
（
34
）。
講
釈
や
布
薩
に
つ
い
て
は
、
実
施
場
所
が

安
永
五
・
六
年
と
は
異
な
り
、
阿
弥
陀
寺
・
高
貴
寺
へ
尼
衆
が
参
詣
す
る
形
式
と
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
尼
僧
は
悉
曇
の
試
験
を
受
け
た
り
、
慈
雲
が
説
い
た
正
し
い
袈
裟

の
種
類
や
裁
ち
方
を
記
し
た
「
方
服
図
儀
」
の
講
釈
を
受
け
る
な
ど
、
教
学
の
内
容

に
変
化
が
み
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
長
福
寺
の
中
興
以
前
は
、
慈
雲
に
帰
依
す
る
尼
僧
は
尼
寺
を
構

え
ず
に
、
数
名
の
尼
僧
庵
を
拠
点
と
し
て
、
慈
雲
一
派
か
ら
説
法
を
受
け
て
い
た
。

そ
し
て
安
永
五
〜
九
年
の
日
記
に
は
二
〇
人
の
尼
僧
が
登
場
し
て
お
り
、
尼
僧
の
集

団
化
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
尼
僧
集
団
は
、
僧
に
対
し
て
守
る
べ
き
八
つ
の

規
則
で
あ
る
八
敬
法
を
慈
雲
か
ら
教
授
さ
れ
、
僧
に
従
属
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　
尼
僧
の
来
歴
に
つ
い
て

尼
僧
集
団
に
属
す
る
尼
僧
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
制
約
も
あ
り
、
ほ
と
ん

ど
が
不
明
で
あ
る
。
後
世
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、『
全
集
』
の
編
者
長

谷
氏
は
「
正
法
律
中
四
集
伝
下
」
に
慈
雲
の
弟
子
と
し
て
尼
衆
一
五
六
人
と
優
婆
夷

衆
八
人
の
来
歴
を
解
説
し
て
い
る
（
35
）。
し
か
し
、史
料
の
出
典
が
煩
雑
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
「
正
法
律
中
四
集
伝
下
」
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
西
京
阿
弥
陀
寺

過
去
帳
」・「
長
福
寺
過
去
帳
跋
抄
」・「
霊
名
簿
」（
36
）
を
用
い
て
、
安
永
五
〜
九

（
一
七
七
六
―
八
〇
）
年
に
日
記
の
輪
番
を
つ
と
め
た
尼
僧
の
来
歴
を
簡
単
に
紹
介

し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
義
禎
尼
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。「
高
貴
寺
仏
名
会
霊
名
簿
」
に
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は
「
義
禎
沙
弥
尼
於
法
正
庵
逝
」
と
あ
り
、
天
明
九
（
一
七
八
九
）
年
一
〇
月
二
日

に
亡
く
な
っ
て
い
る
（
37
）。
墓
は
高
井
田
長
栄
寺
に
あ
り
、
銘
に
は
正
法
律
中
法
樹

義
禎
求
寂
尼
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
四
月
ま
で
日
記
の
輪
番

を
つ
と
め
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
動
向
は
わ
か
ら
な
い
。
知
林
尼
に
至
っ
て
は
来
歴

も
不
明
で
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
以
降
の
日
記
に
は
名
前
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。

宗
顗
尼
は
、
長
福
寺
中
興
一
世
と
な
る
人
物
で
、
第
一
章
に
詳
細
を
記
し
て
い
る
。

天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
以
降
、
宗
悟
尼
・
義
充
尼
と
共
に
長
福
寺
の
運
営
を
つ
と

め
て
い
る
。

宗
悟
尼
は
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
生
ま
れ
で
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
九
月

七
日
四
〇
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
天
明
三
年
以
後
、
長
福
寺
の
講
釈
や
法
事
を
つ

と
め
る
よ
う
に
な
る
。

義
充
尼
は
、長
福
寺
中
興
後
も
し
ば
ら
く
寺
に
居
住
す
る
が
、「
阿
弥
陀
寺
過
去
帳
」

に
は
「
義
充
実
道
式
叉
、
文
化
四
年
丁
卯
七
月
十
九
日
、
梅
ヶ
畑
善
妙
寺
住
職
、
倉

密
弁
左
衛
門
の
姉
、
故
大
和
上
の
弟
子
」
と
あ
り
、
現
在
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
京

都
梅
ヶ
畑
の
善
妙
寺
と
い
う
尼
寺
の
住
職
に
就
任
し
て
い
る
。

智
周
尼
は
「
阿
弥
陀
寺
過
去
帳
」
に
「
天
明
八
年
戌
申
五
月
（
二
七
日
）
逝
河
内

神
光
院
大
坂
本
町
橋
柏
屋
勘
兵
衛
。
法
名
静
林
居
士
側
室
也
」
と
あ
り
、
大
阪
出
身

の
女
性
で
、
神
光
院
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
知
林
尼
同
様
、
安
永
六
年
以
降
の
動
向

は
不
明
で
あ
る
。

最
後
に
、
恵
日
尼
は
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
に
生
ま
れ
、
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）

年
二
月
一
一
日
、
河
内
高
井
田
の
長
栄
寺
に
お
い
て
慈
雲
の
も
と
で
一
一
歳
の
時
に

剃
髪
を
し
て
い
る
。
慈
雲
が
京
都
に
移
住
後
も
上
京
し
て
師
事
し
、
京
都
の
尼
僧
集

団
を
引
導
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
安
永
六
年
以
降
、
日
記
に
は
恵
日
尼

の
動
向
に
つ
い
て
記
述
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
に
慈
雲
が

高
貴
寺
に
移
っ
た
た
め
、
恵
日
尼
も
京
都
を
離
れ
て
大
坂
の
神
光
院
で
院
主
を
つ
と

め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
38
）。
日
記
で
は
、
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
三
月
二
一

条
に
「
神
光
院
式
叉
姉
上
京
」（
39
）、
同
七
年
八
月
晦
日
条
に
水
薬
師
寺
へ
参
詣
し

て
い
る
（
40
）
こ
と
の
み
把
握
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
詳
細
な
来
歴
が
わ
か
る
尼
僧
は
少
な
い
が
、
河
内
の
長
栄
寺
で

慈
雲
に
従
っ
て
剃
髪
し
た
尼
僧
も
、
京
都
の
尼
僧
集
団
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
、
慈
雲
に
傾
倒
す
る
尼
僧
の
多
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。

第
三
章　

天
明
三
・
四
年
の
尼
僧

第
一
節
　
尼
僧
の
存
在
形
態

本
節
で
は
、
天
明
三
・
四
（
一
七
八
三
・
四
）
年
に
長
福
寺
の
尼
僧
が
つ
と
め
た
講

釈
と
仏
事
の
内
容
を
検
討
し
、
安
永
期
の
尼
僧
の
実
態
と
比
較
を
試
み
る
。

『
知
事
記
』
の
中
で
「
長
福
寺
」
と
い
う
文
言
の
初
出
は
、
天
明
三
年
二
月
二
三

日
条
の
「
長
福
寺
に
お
い
て
義
充
沙
弥
尼
十
善
戒
御
法
語
再
釈
」
と
い
う
記
事
で
あ

る
（
41
）。『
縁
起
』
に
は
天
明
三
年
夏
か
ら
寺
の
本
格
的
な
整
備
が
開
始
し
た
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
長
福
寺
は
ま
だ
簡
素
な
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
す
で
に
多
く
の
尼
僧
が
住
み
始
め
、
修
行
に
励
ん
で
い
た
こ
と
が
日
記
か

ら
う
か
が
え
る
。
表
３
に
、
天
明
三
・
四
年
に
長
福
寺
の
尼
僧
が
行
っ
た
講
釈
・
仏

事
の
内
容
、ま
た
阿
弥
陀
寺
や
他
所
で
聴
聞
し
た
講
釈
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
（
布

薩
を
除
く
）。
安
永
期
の
尼
僧
は
、
慈
雲
一
派
か
ら
講
釈
や
説
法
を
受
け
て
い
た
が
、

天
明
三
年
以
降
に
な
る
と
、
長
福
寺
で
講
釈
が
行
わ
れ
る
回
数
が
増
え
、
講
師
は
長

福
寺
の
尼
僧
が
つ
と
め
た
。
そ
の
講
師
は
、
安
永
期
に
日
記
の
輪
番
を
担
っ
て
い
た

宗
顗
尼
・
義
充
尼
・
宗
悟
尼
の
三
人
で
あ
る
。
そ
し
て
土
砂
加
持
や
布
薩
の
導
師
も
、

こ
の
三
人
の
み
が
つ
と
め
て
い
た
。

正
法
律
教
団
の
尼
僧
の
階
位
は
、
優
婆
夷
―
擬
得
業
―
得
業
―
浄
行
優
婆
夷
―
形

同
沙
弥
尼
―
法
同
沙
弥
尼
―
式
叉
摩
那
―
比
丘
尼
の
順
に
組
織
さ
れ
、
持
戒
内
容
に

よ
っ
て
階
位
が
変
わ
る
（
42
）。
日
記
の
天
明
三
年
二
月
七
日
条
に
、
義
仙
尼
・
義
相
尼
・

宗
珠
尼
は
「
義
仙
か
た
」
に
て
形
同
沙
弥
戒
を
受
け
て
形
同
沙
弥
尼
と
な
り
、
そ
れ

か
ら
二
日
後
の
二
月
一
九
日
に
義
充
沙
弥
尼
・
宗
悟
沙
弥
尼
・
宗
顗
沙
弥
尼
が
阿
弥

陀
寺
に
て
慈
雲
か
ら
法
同
沙
弥
戒
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
43
）。
こ
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の
三
人
が
講
師
や
導
師
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
長
福
寺
の
尼
僧
の
中
で
法

同
沙
弥
尼
の
階
位
が
最
高
位
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、こ
の
三
人
は「
上
座
衆
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。【
史
料
四
】
は
、
恭
礼
門
院
の
上
臈
・
堀
河
の
局
が
「
上
座
衆
」

の
受
戒
一
件
で
、
慈
雲
に
差
し
出
し
た
礼
状
で
あ
る
。

【
史
料
四
】（
44
）

御
ふ
み
の
や
う
う
け
給
参
ら
せ
候
、
朝
夕
ひ
や
ゝ
か
に
お
は
し
ま
し
候　

大
和

上
様
御
さ
わ
り
も
お
は
し
ま
し
候
は
で
、
め
で
度
ぞ
ん
じ
参
ら
せ
候
女
院
御
所

様
に
も
、
い
よ
〳
〵
御
き
嫌
よ
く
な
ら
せ
ら
れ
候
、
御
ぜ
ん
も
い
つ
も
の
御
通

に
御
手
つ
き
い
ら
せ
ら
れ
候
ま
ゝ
、
御
心
や
す
く
お
思
し
め
し
候
、
さ
や
う
に

候
得
者
、
長
福
寺
三
人
上
座
し
ゆ
、
受
戒
の
御
事
仰
ら
れ
候
得
ば
、
仰
せ
き
け

ら
れ
候
由
、
か
た
じ
け
な
か
り
の
よ
し
、
い
よ
〳
〵
十
七
日
に
と
御
思
し
め
し

候
よ
し
仰
進
ら
れ
候
と
申
入
参
ら
せ
候
へ
ば
、
御
満
ぞ
く
の
御
さ
た
に
て
、
猶

又
御
す
る
す
る
〳
〵
と
す
み
候
事
と
御
満
ぞ
く
に
御
思
し
め
し
候
ま
ゝ
、
よ
ろ

し
く
申
入
候
、
段
々
長
福
寺
は
ん
じ
や
う
致
候
や
う
に
と
御
思
し
め
し
候
か
し

こ
此
ま
つ
た
く
さ
ん
な
る
も
の
な
が
ら
、
折
ふ
し
の
ま
ゝ
御
供
養
い
た
し
参
ら

せ
候
、
し
だ
い
に
ひ
や
ゝ
か
さ
、
ず
い
分
〳
〵
御
や
う
心
あ
そ
ば
し
候
や
う
に

と
ぞ
ん
じ
参
ら
せ
候
、
め
で
度
か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
河
ゟ

大
和
上
様

　
　
　
　
　

御
返
事
人
々
申
入
ら
れ
候

【
史
料
四
】
に
よ
る
と
、
一
七
日
に
慈
雲
の
も
と
で
長
福
寺
の
「
上
座
衆
」
三
人

が
受
戒
す
る
日
取
り
が
確
定
し
、
そ
の
お
礼
を
伝
え
て
い
る
。
史
料
は
年
未
詳
で
あ

る
が
、
日
記
の
天
明
四
年
九
月
一
七
日
条
に
「
実
堂
姉
（
義
充
尼
）、
香
山
姉
（
宗

悟
尼
）、
操
山
姉
、
宗
顗
、
式
叉
摩
那
受
戒
有
之
戒
師　

大
和
上
様
」
と
あ
り
（
45
）、

日
に
ち
が
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、【
史
料
四
】
は
式
叉
摩
那
の
受
戒
だ
と
特

定
で
き
る
。
こ
の
と
き
同
時
に
、
義
充
尼
、
宗
悟
尼
、
操
山
尼
、
宗
顗
尼
の
四
人
の

尼
僧
が
受
戒
し
て
い
る
が
、
開
明
門
院
の
上
臈
で
あ
る
操
山
尼
は
出
家
後
も
開
明
門

院
の
御
所
か
ら
来
寺
し
て
い
る
こ
と
が
日
記
に
記
さ
れ
て
お
り
（
46
）、
義
充
尼
・
宗

悟
尼
・
宗
顗
尼
の
三
人
が
長
福
寺
の
「
上
座
衆
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

長
福
寺
内
で
は
階
位
に
よ
っ
て
尼
僧
の
序
列
化
が
な
さ
れ
、
尼
僧
の
役
割
も
異

な
っ
て
い
た
。「
上
座
衆
」
以
外
の
尼
僧
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

第
二
節
　
尼
僧
と
慈
雲
一
派

本
節
で
は
、
長
福
寺
の
尼
僧
と
慈
雲
一
派
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き

た
い
。
義
充
尼
・
宗
悟
尼
・
宗
顗
尼
の
三
人
が
、
長
福
寺
で
講
師
や
導
師
な
ど
を
つ

と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
ど
も
、
表
３
の
通
り
、
長
福
寺
の
尼
僧
は
阿
弥
陀
寺

や
他
寺
へ
出
向
い
て
慈
雲
の
講
釈
を
聴
聞
し
、
そ
の
内
容
を
長
福
寺
で
再
び
講
釈
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
慈
雲
を
依
止
師
と
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

表
４
・
５
で
は
、
天
明
三
・
四
年
に
お
け
る
女
性
の
剃
髪
作
法
と
尼
僧
の
受
戒
に
つ

い
て
、
日
時
・
戒
師
な
ど
を
一
覧
に
し
て
い
る
。
こ
の
二
年
間
で
剃
髪
作
法
は
九
回
、

受
戒
は
一
四
回
実
施
さ
れ
、
戒
師
は
全
て
慈
雲
と
そ
の
弟
子
畳
峰
が
つ
と
め
た
。
尼

僧
が
戒
師
と
な
っ
た
事
例
が
な
い
の
は
、
戒
を
与
え
ら
れ
る
持
戒
を
持
つ
尼
僧
が
い

な
か
っ
た
と
考
え
る
。

一
方
、
安
永
期
と
同
じ
く
天
明
三
年
以
降
も
、
四
月
十
六
日
か
ら
七
月
十
六
日
ま

で
は
夏
安
居
、
一
〇
月
一
六
日
か
ら
一
月
一
六
日
ま
で
は
冬
安
居
を
つ
と
め
、
安
居

の
始
終
に
は
慈
雲
一
派
か
ら
八
敬
法
の
教
え
を
受
け
て
い
た
。
つ
ま
り
、
慈
雲
の
教

団
の
中
で
、
尼
僧
が
僧
に
従
属
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
は
、
安
永
期
か
ら
変
わ
り
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
慈
雲
は
長
福
寺
の
尼
僧
に
経
典
を
講
釈
し
て
教
学
の
知
識
を

習
得
さ
せ
、
試
験
や
修
行
内
容
を
達
成
し
た
者
に
は
戒
を
授
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

尼
僧
の
教
育
に
尽
力
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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表３　天明三・四年講釈・仏事
天明三年
日付 講師・導師 場所 講義・法事 補足
1月4日 法護 阿弥陀寺 行事鈔開講にて聴聞 同20日に終る。
2月23日 義充尼 長福寺 十善戒法語再釈
4月27日 義充尼 長福寺 土砂加持
4月16日 石蔵院 長福寺 八敬法
4月晦日 宗悟尼 長福寺 説戒
5月5日 上衆三人 智延尼宅 誦経焼香 智延尼死去。
5月11日 義充尼 長福寺 土砂加持 智延尼初七日。
5月15日 宗悟尼 長福寺 説戒
5月29日 義充尼 長福寺 説戒
6月15日 義充尼 長福寺 説戒
6月17日 義充尼 長福寺 土砂加持 眞浄明院様御正忌につき。
6月20日 義充尼 長福寺 土砂加持 智延尼七―日につき。
6月23日 ― 阿弥陀寺 講釈聴聞 義充参詣。

7月16日 法護 長福寺 例年の通作法
八敬法

8月8日 宗悟尼 長福寺 十善戒不殺生御法語再講
8月23日 義充尼 長福寺 十善戒不殺生御法語再講 宗顗所労につき願申入。
9月5日 宗悟尼 長福寺 宗顗母公年忌に付土砂加持修行 実堂姉所労につき代行。

10月1日
導師宗悟尼
経頭宗顗尼
賛師義仙尼

今出川河原 水施餓鬼執行 盛化門院より代参梅田殿、少納言殿、光顔院殿参詣。

10月8日 慈雲 圓満寺 臨済録講釈 10月9・14・16日もあり。
10月16日 ― 阿弥陀寺 八敬法
10月28日 義充尼 長福寺 土砂加持執行 後桃園院御正忌につき、光顔院殿より依頼。

天明四年
日付 講師・導師 場所 講義・法事 補足
1月16日 律師 長福寺 八敬法
1月19日 義充尼 長福寺 十善不殺生戒再釈
閏1月8日 義充尼 長福寺 十善戒御法語再釈
2月8日 宗顗尼 長福寺 十善戒御法語再釈
3月8日 宗顗尼 長福寺 十善不偸盜戒再釈
3月23日 宗顗尼 長福寺 十善不偸盜戒再釈
4月8日 慈雲 長福寺 堂供養
4月9日 義充尼 長福寺 土砂加持 慈雲母公御忌月につき。
4月16日 慈雲 長福寺 夏安居、八敬法
4月23日 義充尼 長福寺 十善戒不偸盜再釈
4月24日 律師 ― 五法五徳聴聞 義充尼・宗悟尼ら参詣。
5月2日 律師 阿弥陀寺 五徳十数聴聞 義充尼・宗悟尼ら参詣。
5月5日 律師 阿弥陀寺 十数聴聞 義充尼・宗悟尼ら参詣。
5月6日 宗悟尼 長福寺 大般若経転読
5月8日 宗悟尼 長福寺 十善不偸盜戒再釈
5月17日 義充尼 長福寺 土砂加持 眞浄明院十三回忌につき、開明門院様より依頼。
5月23日 宗顗尼 長福寺 十善戒御法語読 律師方留主にて阿弥陀寺にて講釈なしにつき
6月8日 慈雲 阿弥陀寺 講釈聴聞 義充尼・宗悟尼ら参詣。
6月17日 慈雲 長福寺 土砂加持 眞浄明院十三回忌につき、開明門院様より依頼。
7月16日 慈雲 阿弥陀寺 八敬法
9月13日 ― 阿弥陀寺 菩薩戒羯磨の文講釈聴聞 宗顗尼・義仙尼参詣。
9月16日 ― 阿弥陀寺 菩薩心説法 宗顗尼・義仙尼ら参詣。
9月21日 ― 阿弥陀寺 菩薩心説法 宗顗尼・義仙尼ら参詣。
10月3日 宗顗尼 長福寺 十善不偸盜戒再釈
10月16日 ― ― 安居法事
11月1日 ― 阿弥陀寺 比丘尼鈔講釈聴講 4日まで義充尼・宗悟尼ら参詣。
11月8日 ― 阿弥陀寺 説法聴聞 義充尼・義相ら参詣。
11月9日 義充尼 長福寺 八日の再釈
12月8日 ― ― 摂心説法聴聞 宗顗尼参、帰寺にて再講釈。
12月23日 ― 阿弥陀寺 説法聴聞 義相尼・義義璠尼参詣。
〔典拠〕「長福寺日記抄第二」（『慈雲尊者全集』17巻、128～ 177頁）。
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表４　天明三年剃髪・受戒
日付 戒 場所 戒師 教授師 證明 受者 補足

2月12日 剃髪作法 ― 慈雲 石蔵院 ― 開明門院

イ師西院様、御家門ガタ姉
小路中納言殿、石山中納言
殿、石山三位殿、新

（ 恭 禮 門 院 ）

女院様
ゟ堀川御つぼね松壽院様、
匂かん院様御参り。

2月14日 剃髪作法 ― ― ― ―
門院様御内年寄とよたど
の（義収尼）

2月17日 剃髪作法 阿弥陀寺 ― ― ―
門院様御内上らふ様（花
園大納言実廉卿息女）

即沙弥戒。

同日 菩薩戒 ― ― ― ― 蓮
（ 慧 琳 尼 ）

心院殿智
（ 清 岳 尼 ）

浄尼

同日夜 形同沙弥戒 義仙方 ― ― ― 義仙尼、義相尼宗珠尼

2月19日 法同沙弥戒 阿弥陀寺 慈雲 ― ―
義充沙弥尼、宗悟沙弥尼、
操山沙弥尼、宗顗沙弥尼

5月27日 法同沙弥戒 ― 慈雲 ― ― 上らう様 蓮心院御随喜に御出。

7月2日 剃髪作法 阿弥陀寺 慈雲 石蔵院 刹岩比丘 園大納言息女八千姫殿
大納言殿、門院様ゟも御上
らう様、高野三位殿ゟも御
使者御参詣。

同日 剃髪作法 （阿弥陀寺）（慈雲） 石蔵院 （刹岩比丘等） 義清

7月10日 剃髪作法 ― 慈雲 石蔵院 ― 開明門院御内おりゑどの 親類衆参詣。

10月23日 剃髪作法 （阿弥陀寺） 慈雲 純應律師 ― 野川殿（宗致尼）

表５　天明四年剃髪・受戒
日付 戒 場所 戒師 教授師 證明 受者 補足

閏1月9日 八斎戒 倉馬地蔵院 疊峰 ― ― ―

5月6日 剃髪作法 阿弥陀寺 疊峰 西院 ― お千衛どの智慶公事

6月9日 菩薩戒 （阿弥陀寺） 慈雲 周道比丘 ― 義應尼義憶尼

6月17日 剃度作法 ― 疊峰 操山姉 ― 義良、義同子

6月23日 形同沙弥戒 （長福寺） 疊峰 操山姉 ― 義苗尼

8月16日 十善戒分受 阿弥陀寺 慈雲 ― ― 義清

9月7日 沙弥受戒 （長福寺） 慈雲 実堂姉 ― 義應爾農尼

9月10日 十善戒 阿弥陀寺 慈雲 疊峰 ― 義良

9月17日 式叉摩那戒 （長福寺） 慈雲 ― ―
実堂姉、香山姉、操山姉、
宗顗

9月21日 爾農 阿弥陀寺 ― ― ― 義収公

9月22日 法同沙弥戒 （長福寺） 慈雲 ― ― 清岳求寂尼

〔典拠〕「長福寺日記抄第二」（『慈雲尊者全集』17巻、128～ 177頁）。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
山
城
国
葛
野
郡
川
勝
寺
村
の
長
福
寺
と
い
う
尼
寺
を
事
例
に
、
日
記

や
縁
起
な
ど
の
史
料
を
基
に
し
て
、
長
福
寺
中
興
の
背
景
や
皇
族
と
の
関
係
を
追
究

し
た
。
ま
た
、
中
興
以
前
の
安
永
五
〜
九
（
一
七
七
六
―
八
〇
）
年
と
中
興
直
前
後

の
天
明
三
・
四
（
一
七
八
三
・
四
）
年
に
お
け
る
尼
僧
の
実
態
や
僧
侶
と
の
関
係
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

『
知
事
記
』
や
『
縁
起
』
を
み
る
と
、
長
福
寺
は
荒
廃
し
た
寺
で
あ
っ
た
が
、
桃

園
天
皇
と
恭
礼
門
院
の
第
二
皇
子
貞
行
親
王
を
弔
う
た
め
に
、
慈
雲
の
助
言
で
「
尼

僧
坊
」
と
し
て
中
興
さ
れ
た
尼
寺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
日
記
の
天

明
四
年
四
月
八
日
条
に
は
、
本
堂
落
慶
法
要
の
諸
入
用
は
全
て
恭
礼
門
院
が
援
助
し
、

ま
た
桃
園
天
皇
生
母
開
明
門
院
は
当
日
長
福
寺
へ
参
詣
し
て
香
典
金
二
〇
〇
疋
を
渡

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
皇
族
の
女
性
が
同
寺
の
経
済
的
支
援
を
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
中
興
後
は
毎
年
皇
族
か
ら
寄
附
物
を
下
賜
さ
れ
、
幕

末
頃
に
寺
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
際
は
、
孝
明
天
皇
の
叡
慮
に
よ
り
下
賜
金
が
増

や
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
長
福
寺
は
皇
族
の
庇
護
を
受
け
た
こ
と
で
存
続

で
き
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
皇
族
と
関
係
を
有
す
る
長
福
寺
の
歴
代
住
職
は
一
世
を

除
い
て
、
平
松
家
・
梅
溪
家
・
中
川
家
と
い
う
公
家
・
華
族
出
身
の
女
性
が
つ
と
め

て
お
り
、
高
貴
な
身
分
の
女
性
し
か
長
福
寺
の
住
職
に
な
る
資
格
が
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

日
記
を
分
析
し
た
結
果
、
中
興
以
前
に
お
い
て
、
慈
雲
を
師
事
す
る
尼
僧
た
ち
は

尼
寺
を
持
た
ず
と
も
、
日
記
の
輪
番
を
担
う
尼
僧
の
私
庵
に
集
ま
り
、
慈
雲
一
派
か

ら
講
義
や
説
法
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
長
福
寺
の
再
建
が
始
ま
る
と
、

尼
僧
た
ち
は
寺
に
移
り
住
み
、
天
明
三
年
に
な
る
と
長
福
寺
で
は
尼
僧
が
講
師
や
導

師
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
行
え
る
の
は
、「
上
座
衆
」
と

呼
ば
れ
る
実
堂
義
充
尼
、
香
山
宗
悟
尼
、
晧
月
宗
顗
尼
の
三
人
だ
け
で
あ
り
、
尼
僧

の
階
位
に
よ
っ
て
長
福
寺
内
で
序
列
化
が
み
ら
れ
た
。

慈
雲
一
派
と
尼
僧
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
中
興
以
前
よ
り
夏
安
居
と
冬
安
居

の
始
終
に
慈
雲
一
派
か
ら
、
尼
僧
が
僧
に
対
し
て
守
る
べ
き
八
つ
の
規
則
で
あ
る
八

敬
法
を
説
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
慈
雲
の
教
団
内
で
は
、
尼
僧
は
僧
に
従
す
る

存
在
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
天
明
三
年
以
降
は
、
慈
雲
と
そ
の
弟
子
僧
が
尼
僧
に
対

し
て
講
釈
や
受
戒
を
し
、
尼
僧
の
養
成
を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

は
じ
め
に
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
の
尼
寺
と
尼
僧
の
研
究
は
、
比
丘
尼
御
所
を

対
象
と
し
て
展
開
さ
れ
、
長
福
寺
の
よ
う
な
地
域
社
会
に
所
在
す
る
尼
寺
は
ほ
と
ん

ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
は
比
丘
尼
御
所
以
外
の

尼
寺
と
尼
僧
の
実
態
を
解
明
し
た
基
礎
的
研
究
の
一
つ
と
し
て
捉
え
た
い
。
ま
た
、

慈
雲
に
つ
い
て
は
思
想
史
や
仏
教
史
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
、
慈
雲
が
尼
僧
を

教
育
し
て
い
た
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
言
及
の
少
な
か
っ
た
側
面
か
ら
の
検
討
は
、
慈

雲
の
研
究
史
に
新
た
な
見
解
を
加
え
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

註（
１
） 

長
谷
宝
秀
編
『
慈
雲
尊
者
全
集
』
一
七
巻
（
高
貴
寺
、一
九
二
六
年
）。
以
降
、『
慈

雲
尊
者
全
集
』
は
「『
全
集
』
○
巻
」
と
略
記
し
、「
○
」
部
分
は
巻
数
を
指
す
。

長
福
寺
所
蔵
の
書
状
は
、「
慈
雲
尊
者
御
消
息
集
」（『
全
集
』
一
五
巻
、
四
六
六

―
六
〇
九
頁
）
に
六
九
点
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
が
二
〇
一
六
年

一
一
月
に
長
福
寺
で
調
査
し
た
際
に
住
職
一
世
と
三
世
の
葬
儀
・
年
忌
法
要
の

諸
入
用
帳
が
一
四
点
見
つ
か
っ
て
い
る
。
長
福
寺
の
日
記
と
縁
起
の
詳
細
は
、

第
一
章
で
説
明
す
る
。

（
２
） 

末
永
雅
雄
・
西
堀
一
三
『
文
智
女
王
』（
圓
照
寺
、一
九
五
五
年
）、井
之
口
有
一
・

中
井
和
子
編
『
尼
門
跡
寺
院
の
言
語
生
活
の
調
査
研
究
』（
風
間
書
房
、

一
九
六
五
年
）、
荒
川
玲
子
「
比
丘
尼
御
所
の
御
所
号
勅
許
の
意
義
」（『
書
陵

部
紀
要
』
三
八
号
、
一
九
六
八
年
）、
西
口
順
子
「
近
世
の
宝
鏡
寺
宮
―
浄
照

院
宮
逸
厳
理
長
の
入
寺
と
得
度
を
め
ぐ
っ
て
」（
薗
田
香
融
編
『
日
本
仏
教
の

史
的
展
開
』、
塙
書
房
、
一
九
九
九
年
）、
岡
佳
子
「
近
世
の
比
丘
尼
御
所
（
上
）

―
宝
鏡
寺
を
中
心
に
―
」（『
佛
教
史
学
研
究
』
四
二
―
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、

同
「
近
世
の
比
丘
尼
御
所
（
下
）
―
宝
鏡
寺
を
中
心
に
―
」（『
佛
教
史
学
研
究
』

四
四
―
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
『
尼
門
跡
と
尼

僧
の
美
術
』（
中
世
日
本
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
比
丘
尼
御
所
の
世
界
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―
二
人
の
近
世
皇
女
の
信
仰
と
文
化
活
動
―
」（
藪
田
貫
、
柳
谷
慶
子
編
『
身

分
の
な
か
の
女
性
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
３
） 
増
田
淑
美
「
幕
末
期
武
州
多
摩
郡
柴
崎
村
の
尼
と
尼
寺
」（『
史
料
と
人
物　

江

戸
期
お
ん
な
考
』三
号
、一
九
九
二
年
）、菅
原
征
子「
近
世
の
女
性
と
仏
教
」（
一
）

―
（
九
）（『
女
た
ち
の
如
是
我
聞
』
八
―
一
六
号
、二
〇
〇
八
―
一
六
年
）
な
ど
。

（
４
） 

藤
本
槌
重
『
貞
閑
禅
尼　

出
家
後
の
俳
人
田
捨
女
』（
春
秋
社
、
一
九
七
七
年
）。

（
５
） 

長
福
寺
蔵
。

（
６
） 

本
稿
で
は
、『
全
集
』
で
使
用
さ
れ
る
旧
字
体
は
常
用
漢
字
体
に
改
め
、
翻
刻

文
の
読
点
は
「
。」
を
使
用
し
て
い
る
が
、「
、」
に
変
更
し
て
記
述
す
る
。
ま
た
、

翻
刻
文
に
付
さ
れ
た
返
り
点
・
レ
点
は
省
略
す
る
。

（
７
） 「
長
福
寺
日
記
」
の
翻
刻
文
は
、
抄
第
一
に
安
永
五
・
六
・
九
年
、
抄
第
二
に
天

明
三
〜
八
（
一
七
八
三
―
八
八
）
年
、
抄
第
三
に
寛
政
元
〜
一
二
（
一
七
八
九

―
一
八
〇
〇
）
年
、
抄
第
四
に
享
和
元
〜
三
（
一
八
〇
一
―
三
）
年
、
抄
第
五

に
文
化
元
〜
一
五
（
一
八
〇
四
―
一
八
）
年
と
、
元
号
ご
と
に
分
別
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
。『
知
事
記
』
は
、二
〇
一
七
年
六
月
に
筆
者
が
長
福
寺
で
安
永
五
・

六
・
九
年
の
原
本
の
み
確
認
し
た
。
そ
れ
以
外
の
『
知
事
記
』
に
つ
い
て
は
、
表

紙
の
み
閲
覧
・
撮
影
し
た
だ
け
で
あ
る
。
さ
し
あ
っ
て
、
本
稿
で
は
『
全
集
』

一
七
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
翻
刻
文
を
史
料
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

（
８
） 

秋
山
学
『
慈
雲
尊
者
と
戒
律
の
系
譜
―
筑
波
大
学
所
蔵
・
慈
雲
自
筆
本
『
法
華

陀
羅
尼
略
解
』
を
基
に
―
』（
文
藝
言
語
研
究
文
藝
篇
六
〇
巻
、
二
〇
一
一
年
）、

同『
慈
雲
と
天
台
僧
た
ち
：『
法
華
陀
羅
尼
略
解
』の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
』（
文

藝
言
語
研
究
文
藝
篇
六
二
巻
、
二
〇
一
二
年
）、
岡
村
圭
真
・
三
浦
康
廣
『
慈

雲
尊
者
の
生
涯
』（
慈
雲
尊
者
二
百
回
遠
忌
の
会
、二
〇
〇
二
年
）、木
南
卓
一『
慈

雲
尊
者　

生
涯
と
そ
の
言
葉
』（
三
密
堂
書
店
、
一
九
六
一
年
）、
沈
仁
慈
『
慈

雲
の
正
法
思
想
』（
イ
ン
ド
仏
教
学
叢
書
一
〇
、二
〇
〇
三
年
）。
宮
川
康
子
「
冨

永
仲
基
と
慈
雲
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所　

紀
要
』
一
〇
号
、

二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
９
） 

明
治
初
め
頃
に
霊
鑑
寺
の
宗
淳
の
宮
が
清
書
し
た
写
本
も
長
福
寺
に
残
さ
れ
て

い
る
（『
全
集
』
一
七
巻
、
九
九
頁
）。

（
10
） 「
長
福
寺
日
記
抄
第
三
」（『
全
集
』
一
七
巻
、
二
七
九
・
二
八
四
―
五
頁
）、「
安

名
集
」（『
全
集
』
一
七
巻
、
三
五
頁
）。

（
11
） 

史
料
の
（　

）
内
註
は
筆
者
加
筆
の
も
の
。

（
12
） 「
長
福
寺
日
記
抄
第
二
」（『
全
集
』
一
七
巻
、
一
五
九
―
一
六
二
頁
）。

（
13
） 

前
掲
注
（
12
）。

（
14
） 

山
城
国
京
都
平
松
家
文
書
一
九
六
五
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）。
三
世
龍
山

尼
の
後
に
住
職
と
な
っ
た
四
世
俊
正
が
平
松
家
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

史
料
が
何
か
し
ら
の
経
緯
で
平
松
家
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

（
15
） 

水
薬
師
寺
に
関
連
す
る
史
料
は
、『
全
集
』
一
七
巻
（
七
一
―
八
九
頁
）
に
、
天

保
一
四
年
一
二
月
前
法
務
大
僧
正
寛
恕
記
「
水
薬
師
寺
中
興
奉
縁
起
」
と
長
福

寺
二
世
義
寛
尼
記
「
水
薬
師
寺
由
来
記
」
の
翻
刻
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 「
長
福
寺
日
記
」
に
は
「
衆
首
」
や
「
式
叉
姉
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
17
） 『
桃
園
天
皇
実
録
』
三
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
二
二
頁
）。

（
18
） 「
正
法
律
中
四
衆
傳
巻
下
」（『
全
集
』
首
巻
、
五
〇
六
頁
）。

（
19
） 『
全
集
』
一
六
巻
（
二
五
一
―
七
三
三
頁
）。

（
20
） 「
慈
雲
尊
者
御
消
息
集
」（『
全
集
』
一
五
巻
、
四
九
六
頁
）。

（
21
） 『
全
集
』
一
五
巻
（
四
九
七
―
四
九
八
頁
）。

（
22
） 『
梅
処
満
筆
』（
愛
知
県
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
）
こ
の
よ
う
な
尼
僧

の
道
中
記
は
少
な
く
、
ま
た
江
戸
時
代
後
期
の
寺
社
巡
拝
が
わ
か
る
貴
重
な
史

料
で
あ
る
。

（
23
） 「
長
福
寺
過
去
帳
」（『
全
集
』
一
七
巻
、
五
八
七
頁
）
に
「
後
梅
林
院
前
参
議

文
中
雅
公
大
居
士
」
が
中
興
三
世
慧
照
尼
の
父
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
梅
溪

家
出
身
の
者
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
父
は
行
通
だ
と
特
定
で
き
る
。

（
24
） 

秀
月
尼
の
遷
化
後
、
長
福
寺
と
同
宗
派
の
寺
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
し
た
。

（
25
） 

安
永
五
年
六
月
の
輪
番
は
恵
日
尼
が
つ
と
め
る
は
ず
だ
が
、
順
番
を
と
ば
さ
れ

て
知
林
が
つ
と
め
て
い
る
。

（
26
） 

畳
峰
法
護
（
〜
一
八
〇
一
）
は
高
井
田
村
出
身
。
三
〇
歳
を
過
ぎ
て
慈
雲
に
従

い
出
家
し
、
京
都
で
尊
者
の
教
化
活
動
に
つ
と
め
る
。
明
堂
諦
濡
（
〜

一
八
三
〇
）
は
、
慈
雲
遷
化
後
に
慈
雲
の
後
継
者
と
な
っ
た
僧
で
あ
り
、
慈
雲

の
弟
子
の
中
で
、「
三
哲
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
有
能
で
あ
っ
た
。
順
翁
紹
応
（
―

一
八
〇
三
）
も
慈
雲
の
も
と
で
出
家
し
た
僧
で
あ
る
（
岡
村
圭
真
・
三
浦
康
廣

『
慈
雲
尊
者
の
生
涯
』
よ
り
）。

（
27
） 

宮
川
康
子
「
冨
永
仲
基
と
慈
雲
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』

一
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
、
八
頁
）。

（
28
） 『
全
集
』
一
一
巻
（
三
―
四
五
三
頁
）
に
全
一
二
巻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
長
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谷
氏
は
「
十
善
法
語
十
二
巻
尊
者
の
撰
な
り
、
今
文
政
七
年
開
版
の
木
版
本
と

以
て
原
本
と
し
、
京
都
長
福
寺
所
蔵
の
古
写
本
一
種
を
以
て
校
合
し
て
之
を
出

す
」
と
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
長
福
寺
の
蔵
中
に
は
十
善
法
語
の
古
写
本
が
四

部
あ
る
と
い
う
。
第
一
の
本
は
一
部
一
二
冊
で
、
恭
礼
門
院
の
女
官
素
光
院
の

筆
。
第
二
の
本
は
一
部
一
二
巻
を
合
わ
せ
て
五
冊
と
し
、
筆
写
は
不
明
。
第
三

の
本
は
、
一
部
一
二
冊
で
筆
写
は
不
明
。
第
四
の
本
は
一
部
一
二
冊
、
全
て
口

語
体
で
書
か
れ
、
文
政
開
版
の
木
版
本
と
同
じ
で
、
筆
写
は
不
明
。

（
29
） 

中
村
元
ほ
か
編
『
岩
波　

仏
教
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）。

（
30
） 

前
掲
註
（
29
）。

（
31
） 

京
都
市
上
京
区
に
あ
る
真
言
宗
醍
醐
派
の
寺
。「
地
福
寺
明
静
院　

慈
雲
光
尊

者
説
法
霊
場
」
の
石
標
あ
り
。

（
32
） 

佐
々
木
閑
『
出
家
と
は
な
に
か
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
九
年
、
二
○
五
頁
）。

（
33
） 

平
川
彰
『
平
川
彰
著
作
集
第
一
三
巻　

比
丘
尼
律
の
研
究
』（
春
秋
社
、

一
九
九
八
年
、
五
九
頁
）。

（
34
） 「
長
福
寺
日
記
抄
第
一
」（『
全
集
』
一
七
巻
、
一
一
九
―
二
七
頁
）。

（
35
） 『
全
集
』
首
巻
（
四
七
七
―
五
五
八
頁
）。

（
36
） 

全
て
『
全
集
』
一
七
巻
に
収
録
。

（
37
） 「
高
貴
寺
仏
名
会
霊
名
簿
」
は
、
長
谷
氏
が
当
時
の
調
査
で
閲
覧
し
た
史
料
。

（
38
） 

岡
村
圭
真
・
三
浦
康
廣
『
慈
雲
尊
者
の
生
涯
』（
慈
雲
尊
者
二
百
回
遠
忌
の
会
、

二
〇
〇
二
年
、
八
八
頁
）。

（
39
） 「
長
福
寺
日
記
抄
第
三
」（『
全
集
』
一
七
巻
、
二
六
二
頁
）。

（
40
） 「
長
福
寺
日
記
抄
第
三
」（『
全
集
』
一
七
巻
、
二
七
五
頁
）。

（
41
） 

前
掲
註
（
12
）。

（
42
） 

沈
仁
慈
『
慈
雲
の
正
法
思
想
』（
イ
ン
ド
仏
教
学
叢
書
一
〇
、二
〇
〇
三
年
、

一
二
四
頁
）。

（
43
） 

前
掲
註
（
12
）。

（
44
） 「
慈
雲
尊
者
御
消
息
集
」（『
全
集
』
一
五
巻
、
四
六
八
頁
）。

（
45
） 

前
掲
註
（
12
）。

（
46
） 

前
掲
註
（
12
）・（
15
）。

〔
謝
辞
〕
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
北
野
東
向
観
音
寺
副
住
職
の
上
村
法
玄
氏
と
長

福
寺
総
代
の
寺
尾
敏
行
氏
に
は
、
格
段
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
二
日
採
択
決
定
）
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A Study of the Kyoto Buddhist Convent Chōfukuji  
in the Mid-Edo Period
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Summary

This paper aims to shed light on the founding of Buddhist convents in Japan and the actual situation of the 

nuns who lived there through a case study of the Kyoto convent Chōfukuji. Chōfukuji was reconstructed in the 

eighteenth century in order to hold memorial Buddhist services for Prince Sadamoti, and for generations 

thereafter was headed by women from aristocratic families. Studies in the past have mostly highlighted 

imperial convents called amamonzeki, but I am concentrating my research on ordinary Buddhist convents and 

nuns. This article focusing on Chōfukuji represents one aspect of this fundamental research, thereby laying the 

foundation for future studies.

Key words: Buddhist nuns, Buddhist convents, Chōfukuji, Edo period


